
外来診療案内新潟万代病院 令和３年１月現在

●広報誌「みなと」に関するご意見・ご感想は、法人本部広報担当（新潟臨港病院内）  宛にお寄せ下さい。

地域に 心かよわす よりよい医療
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※今春よりホームページアドレスが変更になります（詳細は次号にて）

病院の「ことば」 第17回

「訪問リハビリ」 

新潟臨港病院
ホームページ

［スマートフォンにも対応］

新潟臨港病院
Facebookページ

ぜひ「いいね！」を！

新潟万代病院
ホームページ

［スマートフォンにも対応］

「みなと」はWEBサイトでもご覧いただけます

年頭のご挨拶

ドクターズメモ vol.60
新型コロナウイルス感染症とがん検診
新潟臨港病院 内科 医師　藤田 七恵

TOPICS
・新潟臨港病院
　お知らせ／消化器コラム⑮『感染性腸炎』
・新潟万代病院
　糖尿病足病変とフットケア

ウイルス禍を乗り切るために
感染リスクが高まる「5つの場面」に気をつけて
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潟
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年
末
年
始
は
ど
の
よ
う
に
迎
え
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
よ
り
家
族
の
帰
省
や
、
友
人
の

集
ま
り
が
制
限
さ
れ
、
い
つ
も
と
は
違
う
静
か
な
新
年
を

迎
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
備
え
た
対
応
は
医
療
従
事
者

と
し
て
当
然
の
使
命
と
は
い
え
、
自
分
自
身
へ
の
感
染
、

伝
播
の
不
安
、
院
外
で
の
風
評
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
業
務
を
ほ
ぼ
通
常
ど
お
り
遂
行
で

き
て
い
る
こ
と
は
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
職
員
全
員
で
コ
ロ
ナ
対
策
に
臨
み
、

地
域
医
療
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
病
院
の
運
営
、
医
療
・
看
護
の
質
を
評
価
す
る
病
院
機
能
評
価
を
受
け
合
格
し
ま

し
た
。
5
年
間
有
効
で
、
4
度
目
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
原

点
に
立
ち
戻
り
法
令
の
遵
守
を
再
確
認
し
、
業
務
を
見
直
し
、
患
者
視
点
に
立
ち
安
心
安
全

な
医
療
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す

新
潟
市
で
は
人
口
は
減
少
し
、
し
か
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
医
療
需
要
が
増
え
ま
す
（
２
０
２
５
年
問
題
）。
当
法

人
は
救
急
か
ら
在
宅
医
療
ま
で
幅
広
く
医
療
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
が
、
職
員
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
と
同
じ
医
療
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
働
き
方
改
革
や
離

職
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
医
療
提
供
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
潟
臨
港
保
健
会
設
立
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
病
院
の
周
り
3
分
の
1
方

向
し
か
住
宅
地
が
な
い
中
、
医
療
を
続
け
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
地
域
の
皆
様
が
臨
港

病
院
を
信
頼
し
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
す
。
一
方
で
、
今
後
も
地
域
の
病
院
と
し

て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
様
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
病
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
年
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
沈
ん
で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。い
つ
か
は
お
さ
ま
り
ま
す
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
限
り
、
私
た
ち
は
医
療
技
術
の
研
鑽
に
努
め
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
・
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で
大
変
な
不
便
な
思
い
を

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
終

息
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
密
を
避

け
る
な
ど
気
を
付
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
特

に
風
邪
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
は
、
医
療
機
関
に
す
ぐ

電
話
で
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
重
症
化
は
防
げ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
持
病
を
お
持
ち
の
方
で

も
コ
ロ
ナ
感
染
の
恐
れ
が
あ
り
、
病
院
へ
の
受
診
を
ひ
か
え
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
手

遅
れ
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
病
院
で
は
感
染
予
防
を
行
っ
て
お
り
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

万
代
病
院
が
発
足
し
て
今
年
で
7
年
目
に
入
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
皆
様
に
も
名
前
を

憶
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
原
点
に
も
う
一
度
立
ち
返
り
、
病
院
の
理
念

で
あ
る
「
心
か
よ
わ
す
よ
り
良
い
医
療
」
を
提
供
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
て
み
ま

す
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
は
患

者
さ
ん
皆
様
の
信
頼
を
今
一
度
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
万
代
病
院
の
ス
テ
ー
タ
ス

も
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
初
か
ら
掲
げ
て
き
た
専
門
的
医
療
と
し
て
、
股
関
節
再
建
セ
ン
タ
ー
、
糖
尿
病
を
中
心

と
し
た
内
科
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の
3
つ
を
核
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
ご
高
齢
者
の
肺
炎
、
脊
椎
圧
迫
骨
折
な
ど
大
き
な
病
院
で
は
診
て
く
れ
な
い
よ
う

な
患
者
さ
ん
の
受
け
皿
と
し
て
、
高
度
急
性
期
病
院
で
の
治
療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
亜
急
性

の
患
者
さ
ん
の
引
き
受
け
病
院
と
し
て
の
機
能
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
と
大
き
な
病
院
を
つ
な
ぐ
病
院
と
し
て
の
機
能
、
一
方
で
専
門
的
な
治

療
の
で
き
る
病
院
機
能
と
二
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
て
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
く
つ

も
り
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ウイルス禍を乗り切るために
感染リスクが高まる 「5つの場面」 に気をつけて

皆さまの日常における感染対策についてポイントをご紹介します
※2021年1月上旬現在の内容です。

出典：内閣官房「新型コロナウイルス感染症対策」ウェブサイト（https://corona.go.jp/）
新型コロナウイルスに関する情報は、4 ～ 5 ページ「ドクターズメモ」に続きます

❶ 飲酒を伴う懇親会等
●　�飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。また、聴覚が鈍麻し、

大きな声になりやすい。
●　�特に敷居などで区切られている狭い空間に、長時間、大人数が滞在すると、感染

リスクが高まる。
●　また、回し飲みや箸などの共用が感染のリスクを高める。

❷ 大人数や長時間におよぶ飲食
●　�長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食

事に比べて、感染リスクが高まる。
●　�大人数の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、感染リスクが

高まる。

❸ マスクなしでの会話
●　�マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染やマ

イクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。
●　�マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなどでの事

例が確認されている。
●　�車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

❹ 狭い空間での共同生活
●　�狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が共有され

るため、感染リスクが高まる。
●　�寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる事例が報
告されている。

❺ 居場所の切り替わり
●　�仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り替わると、
気の緩みや環境の変化により、感染リスクが高まることがある。

●　�休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が確認され
ている。
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新型コロナウイルス感
染症と

がん検診

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

に
つ
い
て

一
般
的
に
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
す
る
に

は
、
集
団
の
7
割
が
抗
体
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
（
い
や
4
割
で
い
い
、
2
割
で

も
い
い
と
い
う
諸
説
も
あ
り
ま
す
）。

つ
ま
り
、
2
〜
7
割
の
方
が
感
染
し
抗
体
を
獲

得
す
る
か
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
抗
体
を
確
立
す
る
か
、
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

大
な
り
小
な
り
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
続
き
ま
す
。

経
済
活
動
を
し
な
が
ら
、
感
染
を
ま
ん
延
さ
せ

な
い
た
め
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

症
状

①　

�

感
染
し
て
か
ら
、
約
5
日
間
の
症
状
の
な
い

期
間
を
経
て
（
最
短
1
日
〜
最
長
14
日
間
）、

②　

�

か
ぜ
症
状
（
発
熱
・
咳
・
の
ど
の
痛
み
・
鼻

汁
な
ど
）
や
、
倦
怠
感
が
出
現
し
、

③　

�

一
部
で
は
、
味
覚
・
嗅
覚
障
害
、
嘔
吐
・
下
痢

な
ど
の
消
化
器
症
状
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
り
、

④　

�

そ
れ
ら
の
症
状
が
比
較
的
長
く
、
約
7
日
間

持
続
し
ま
す
。

�

注　

発
熱
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
（
70
〜

80
％
は
38
℃
以
下
、
39
℃
以
上
は
数
％
）。

�

注　
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
急
性
胃
腸

炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）
で
は
、
発
症
か

ら
数
日
で
改
善
傾
向
に
な
る
の
が
一
般
的
で

す
が
、
そ
れ
ら
よ
り
長
く
経
過
し
ま
す
。

⑤　

�

そ
の
後
、
約
80
％
の
人
は
、
自
然
に
軽
快
し

て
治
癒
し
ま
す
。
約
20
％
の
人
が
重
症
化
し

ま
す
。

⑥　

�

致
死
率
は
、
平
均
1
％
で
す
が
、
年
代
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
、50
歳
代
以
下
で
０・０
6
％
、

60
歳
代
以
上
で
5.7
％
（
80
歳
代
以
上
で
は

15
％
）
で
す
（
２
０
２
０
年
11
月
時
点
）。

⑦　

�

感
染
し
た
人
が
、
周
り
の
人
に
う
つ
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
期
間
は
、
発
症
数
日
前

か
ら
発
症
後
7
日
程
度
。

�

家
庭
内
感
染
の
リ
ス
ク
に
は
、寝
室
の
共
有
と
、

15
分
以
上
の
会
話
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

県
外
移
動
し
た
後
や
長
時
間
の
会
食
に
参
加

し
た
際
に
は
、
2
週
間
程
度
、
会
話
は
短
め

に
、
ま
た
一
人
で
就
寝
す
る
と
良
い
か
も
し

4
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新型コロナウイルス感
染症と

がん検診
れ
ま
せ
ん
。

検
査Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
感
染
し
て
い
る
人
が
「
陽
性
」

と
出
る
の
が
9
割
程
度
と
精
度
の
高
い
検
査
で
す

が
、
10
人
に
1
人
は
陰
性
と
誤
診
断
さ
れ
ま
す
し
、

ウ
イ
ル
ス
量
の
少
な
い
感
染
初
期
は
陰
性
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
約
4
割
の
感
染
者
は
無
症
状
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、
自
身
が
、
自
覚
症
状
の
な
い
間
に
、
ウ

イ
ル
ス
を
拡
散
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
五
つ
の
場
面
」

（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
避
け
、
手
洗
い
・
う
が
い
、

十
分
な
睡
眠
と
栄
養
で
抵
抗
力
を
つ
け
て
下
さ
い
。

特
に
、
身
の
回
り
に
、
病
気
を
持
っ
て
い
る
人

や
高
齢
者
が
い
る
場
合
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
、

健
診
中
止
と
、
病
院
へ
の
「
受
診
控
え
」
に
よ
り
、

新
潟
市
の
が
ん
検
診
受
診
者
数
が
、
前
年
同
期
の

3
割
弱
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
出
を
控
え
在
宅
時
間
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
運
動
機
能
が
衰
え
た
り
、
つ
い
つ
い

間
食
が
増
え
た
り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
が
ん
予
防

「
非
喫
煙
、
節
酒
、
塩
蔵
品
を
控
え
た
食
生
活
、

活
発
な
身
体
活
動
、
体
形
の
維
持
（
適
正
な
Ｂ
Ｍ

Ｉ
値
）」
…
こ
の
5
つ
の
健
康
習
慣
を
実
践
す
る
人

は
、
0
ま
た
は
1
つ
実
践
す
る
人
に
比
べ
、
が
ん

に
な
る
リ
ス
ク
が
半
分
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

節
酒
と
は　
ア
ル
コ
ー
ル
量
23
ｇ
程
度
で
す
。
日

本
酒
な
ら
1
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
瓶
（
６
３
３
ml
）

1
本
、
焼
酎
な
ら
原
液
で
1
合
の
3
分
の
2
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
・
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
1
杯
、
ワ
イ

ン
な
ら
ボ
ト
ル
3
分
の
1
程
度
と
な
り
ま
す
。

食
生
活
を
見
直
す
と
は　
減
塩
、
野
菜
や
果
物
を

取
る
、
熱
い
飲
み
物
や
食
べ
物
は
少
し
冷
ま
し
て

飲
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
が
ん
の
危
険
因
子
に
「
感
染
」
も
あ
り

ま
す
。
一
度
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
ピ
ロ
リ
菌
の

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
診
受
診
率

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
標
に
、
国
は
「
が

ん
検
診
受
診
率
50
％
以
上
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
新
潟
市
の
受
診
率
は
、
30
〜
40
％
で
す
。

が
ん
は
、
我
が
国
の
死
因
第
1
位
で
あ
り
、
2

人
に
1
人
が
「
が
ん
」
に
な
り
、
3
人
に
1
人
が

「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
の
費

用
は
、
多
く
を
公
費
で
負
担
し
て
い
ま
す
し
、
お
勤

め
の
職
場
で
も
検
診
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
節
だ
か
ら
こ
そ
、
が
ん
検
診
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

手し
ゅ
こ
ん
か
ん
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

根
管
症
候
群

手
首
で
神
経
の
具
合
が
悪
く
な
る
疾
患
と
し
て
は

「
手
根
管
症
候
群
」
が
あ
り
ま
す
。
手
首
の
中
に
は
手

根
管
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
指
を
曲
げ
る
腱
と

神
経
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
が
腫

れ
る
こ
と
に
よ
り
神
経
（
正
中
神
経
）
が
圧
迫
さ
れ

て
症
状
が
出
ま
す
。

主
な
症
状

症
状
は
親
指
か
ら
薬
指
の
し
び
れ
や
痛
み
（
図
１

の
赤
い
部
分
、
特
に
指
先
に
症
状
が
強
い
）
で
、
明

け
方
に
症
状
が
強
い
方
も
い
ま
す
。
原
因
は
不
明
な

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化

で
妊
娠
中
や
更
年
期
に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

手
首
が
原
因
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４度目の認定を受けました公益財団法人 日本医療機能評価機構
「病院機能評価事業」

当院は 2005 年より日本医療機能評価機構によ
る「病院機能評価」を受審しております。
昨年（2020 年）、認定期間の満了伴い再審査を
受けた結果、同機構の定める基準をクリアした質の
高い医療サービスを提供していると認められ、更新
認定（3rdG.Ver2.0 ／主たる機能「一般病院Ⅰ」・
副機能「慢性期病院」）の証書を受領しました。

「日本医療機能評価機構」は中立的・科学的な第三者
機関として医療の質の向上と信頼できる医療の確保に関
する事業を行う公益財団法人です。
「病院機能評価」は組織全体の運営管理および提供さ
れる医療について評価を行い、病院の位置付けや問題点
を明らかにします。病院の更なる改善活動を推進し、病
院体制の一層の充実や医療の質の向上に寄与しています。

入館時 マスク着用・検温・簡易問診 にご協力ください感染対策のため
当院では新型コロナウイルス感染症対策を強化しております。
外来診療時間帯はサーモカメラ（AI 体温検知装置／左写真）または非接触型体温
計で入館時検温を実施しております。
また、来院される方からの直接のお申し出が重要と考えており、簡易問診として
検温の際に最近の体調や県外往来歴などを口頭でお尋ねしておりますので、病院内
でのマスク着用（※）と併せご協力ください。
当院ご利用の皆さんと従業者双方の安心安全を守るため、引き続き当院の対策に
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
� ※マウスガードはマスク代用不可とさせていただきます

送迎乗降・駐車に関するお願い車で来院される方
次に来られる方の乗降場所確保にご理解をお願いします
ロータリー内（正面玄関車寄せ）は駐車禁止です
当院の正面玄関の車寄せは乗降時のみ停車可としています。また、バス停
の前後は駐停車禁止としています。

車両をその場に残したまま、運転されてきた方が院内での介添えや受付、
お迎えなどに向かわれることは、次に来られる車両の通行と停車、車椅子で
の移動が必要な方などの妨げになります。

ご来院の際、乗降および院内に入るまでの介添えが終わりましたら、速や
かに車両を駐車場に移動いただけますようお願いします（おもいやり駐車場
利用証や駐車禁止除外指定票をお持ちの方であっても同様です）。
なお、当院駐車場は入庫後 30分までは無料（30分以内に出庫する場合は

駐車券の院内処理も不要）となっておりますので、どうぞご利用ください。
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感
染
性
腸
炎
は
病
原
体
が
腸
管
に
感
染
し
て
発
症
す
る
疾

患
で
す
。
病
原
体
に
は
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
寄
生
虫
な
ど
が

あ
り
、
多
く
は
食
品
や
汚
染
さ
れ
た
水
に
よ
る
感
染
で
す
が
、

ペ
ッ
ト
や
ヒ
ト
か
ら
接
触
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一

般
的
に
は
、
夏
季
に
は
細
菌
性
腸
炎
が
、
冬
か
ら
春
に
か
け

て
は
ウ
イ
ル
ス
性
腸
炎
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

医
師
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

①
症
状
と
そ
の
発
現
時
期
、
②
食
歴
、
③
周
囲
の
人
の
様

子
、
④
最
近
の
旅
行
歴
、
⑤
最
近
の
薬
剤
使
用
歴
、
⑥
基
礎

疾
患
の
有
無
な
ど
の
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
診
断

と
治
療
成
功
を
導
く
最
も
大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
感
染

性
腸
炎
か
否
か
、
感
染
経
路
や
感
染
源
、
潜
伏
期
間
、
適
切

な
治
療
法
を
判
断
す
る
重
要
な
情
報
と
な
り
ま
す
。

症
状下

痢
、
発
熱
、
腹
痛
、
悪お

心し
ん

、
嘔
吐
な
ど
の
急
性
胃
腸
炎

症
状
で
発
症
し
ま
す
。
下
痢
は
ほ
ぼ
必
発
で
あ
り
、
他
の
症

状
は
疾
患
に
よ
り
少
し
異
な
り
ま
す
。
血
便
を
き
た
す
感
染

性
腸
炎
は
ほ
と
ん
ど
が
細
菌
性
腸
炎
（
病
原
性
大
腸
菌
や
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
）
で
す
が
、
非
感
染

性
腸
炎
と
の
鑑
別
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

代
表
的
な
潜
伏
期
間

感
染
源
が
ブ
ド
ウ
球
菌
（
1
〜
5
時
間
）、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

（
1
日
以
内
）、
サ
ル
モ
ネ
ラ
（
8
時
間
〜
2
日
）
な
ど
の
場

合
は
潜
伏
期
間
が
2
日
以
内
と
比
較
的
短
く
、
ご
自
身
で
感

染
源
に
気
づ
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

（
2
〜
10
日
）、
エ
ル
シ
ニ
ア
（
3
〜
7
日
）、
腸
管
出
血
性
大

腸
菌
（
4
〜
8
日
）
な
ど
の
場
合
は
、
潜
伏
期
間
が
2
日
以

上
と
比
較
的
長
く
、
感
染
源
に
気
づ
か
な
い
こ
と
も
多
い
の

で
、
よ
く
思
い
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

主
な
原
因
食
品
（
左
表
参
照
）

診
断細

菌
性
腸
炎
の
診
断
は
便
や
腸
液
を
培
養
し
て
検
出
す
る

方
法
が
一
般
的
で
す
が
、
結
果
が
わ
か
る
ま
で
2
〜
3
日
必

要
で
病
原
菌
が
判
明
し
た
と
き
に
は
す
で
に
症
状
が
改
善
し

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
培
養
の
陽
性
率

も
あ
ま
り
高
く
な
い
た
め
、
培
養
が
陰
性
で
も
感
染
性
腸
炎

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
下
痢
の
患
者
さ
ん
に
対
し

て
便
培
養
検
査
を
行
う
の
で
は
な
く
、
病
状
に
応
じ
て
対
応

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

冬
場
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
性
腸
炎
が
流
行
し
ま
す
が
、
吐
物

や
便
か
ら
検
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
に
特
異
的
な
物
質
や
遺
伝

子
に
よ
り
診
断
し
ま
す
。
た
だ
し
、
健
康
保
険
が
適
用
と
な

る
の
は
「
3
歳
未
満
」、「
65
歳
以
上
」、「
悪
性
腫
瘍
の
診
断

が
確
定
し
て
い
る
」、「
臓
器
移
植
後
」、「
抗
悪
性
腫
瘍
剤
、

免
疫
抑
制
剤
、
又
は
免
疫
抑
制
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
投
与
中
」

の
方
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
検
査
や
大
腸
内
視
鏡
検
査
に
よ
り
他
の
疾
患
と
の
鑑

別
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
類
似
の
症
状
を
呈
す
る
疾

患
と
し
て
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
虚
血
性
腸
炎
、
薬
剤
性
腸
炎
、

大
腸
が
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

治
療感

染
性
腸
炎
の
治
療
は
対
症
療
法
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

下
痢
に
よ
る
脱
水
の
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
最
も
重
要
で
、
水

分
補
給
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
軽
症
で
は
お
粥
な
ど
消
化
の

良
い
食
物
の
摂
取
や
電
解
質
入
り
飲
料
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
類
な
ど
）
も
有
用
で
す
。
入
院
治
療
を
考
慮
す
る
の
は
「
経

口
摂
取
不
能
」、「
10
回
以
上
の
下
痢
」、「
脱
水
症
状
が
著
し

い
」、「
38
℃�

以
上
の
高
熱
を
繰
り
返
す
」、「
強
い
腹
痛
が
あ

る
」、「
血
便
を
認
め
る
」
な
ど
の
場
合
で
す
。
病
態
や
推
測

さ
れ
る
感
染
源
に
よ
り
整
腸
剤
や
抗
菌
薬
を
考
慮
し
ま
す
。

毒
素
や
原
因
病
原
体
を
腸
管
内
に
と
ど
め
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
原
則
的
に
下
痢
止
め
は
控
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

�

（
Dr
・
Ｋ
）

消
化
器
コ
ラ
ム
⑮

感
染
性
腸
炎

新
潟
臨
港
病
院

毒素型：食品の中で産生した毒素で発症するもの（発症までの期間が早い）

原因微生物・原因食品・潜伏期間� （当院感染症チーム作成）

7



新
潟
万
代
病
院

糖
尿
病
神
経
障
害
は
感
覚
・
運
動
神
経
と
自
律
神
経
障
害
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
異
常

感
覚
や
し
び
れ
、
触
っ
た
感
覚
が
鈍
く
な
る
、
温
度
が
感
じ
に
く
く
な
る
症
状
は
感
覚

神
経
障
害
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
け
が
や
や
け
ど
な
ど
か
ら
潰
瘍
が
で
き
ま
す
。
運
動

神
経
障
害
は
足
の
筋
肉
の
萎
縮
か
ら
変
形
が
起
こ
り
胼た

胝こ

や
靴
擦
れ
、
潰
瘍
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
で
き
た
潰
瘍
に
免
疫
力
低
下
に
よ
る
感
染
が
合
併
す
る
と
壊
疽
へ

と
進
行
し
、
最
終
的
に
は
下
肢
切
断
へ
つ
な
が
る
重
症
に
な
る
の
で
す
。
血
流
障
害
が

傷
の
治
り
を
妨
げ
る
た
め
治
療
効
果
が
思
う
よ
う
に
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

感
染
症
で
は
白は
く

癬せ
ん

（
水
虫
）
や
蜂ほ
う

窩か

織し
き

炎え
ん

（
皮
膚
や
皮
下
組
織
に
起
き
る
感
染
症
）、

変
形
で
は
胼
胝
や
鶏
眼
（
う
お
の
め
）、外
反
母
趾
、シ
ャ
ル
コ
ー
関
節
、ハ
ン
マ
ー
ト
ゥ

な
ど
が
あ
り
靴
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
で
す
。
爪
で
は
巻
き
爪
が
多
く
爪
が
指
に
食
い
込

み
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
加
齢
や
神
経
障
害
か
ら
く
る
発
汗
の
減
少
に
よ

り
乾
燥
し
傷
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

痛
み
を
感
じ
に
く
く
な
る
こ
と
で
足
に
意
識
が
向
か
な
か
っ
た
り
、
そ
の
う
ち
治
る

だ
ろ
う
と
軽
視
し
て
し
ま
う
こ
と
で
治
療
が
遅
れ
悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で

す
。当

院
で
は
過
去
に
足
の
ト
ラ
ブ
ル
で
治
療
し
た
こ
と
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
フ
ッ
ト
ケ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す

外
来
看
護
師
　
小
林
　
順
子

糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
神
経
障
害
や
血
流
障
害
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど
か
ら
足

に
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
糖
尿
病
足
病
変

と
い
い
ま
す
。
糖
尿
病
足
病
変
は
下
肢
の
切
断
に
よ
る
生
活
の
変
化
、
生
命
予

後
の
悪
さ
か
ら
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
糖
尿
病
足
病
変
と

そ
の
予
防
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

糖
尿
病
足
病
変
と
フ
ッ
ト
ケ
ア

予防のポイントと注意点！
 
看護師が教える

さまざまな足病変

血行不良
低温やけど
たこ

うおのめ
水虫（かかと・指間）
陥入爪・巻き爪
爪白癬

自分でできる！予防の視点

①爪を正しく切る
②清潔にする
③乾燥を防ぐ
④圧迫やずれを防ぐ
⑤血流を保つ
⑥足を危険から守る

トラブルが起きやすい場所

爪の切り方

まずは自分の足を良くみる
こと。心配があれば医師に
ご相談ください。
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新
潟
万
代
病
院

医
師
か
ら
の
指
示

の
も
と
、
専
門
の
研

修
を
受
け
た
看
護
師

が
お
よ
そ
30
分
か
け

て
ケ
ア
し
ま
す
。
診

察
の
予
約
日
に
診
察

前
の
待
ち
時
間
を
利

用
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。本

来
は
内
科
だ
け

で
な
く
皮
膚
科
や
血

管
外
科
、
形
成
外
科

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
連
携
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
が
、
当
院
は
内
科
、
整
形
外

科
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
必
要
時
皮
膚
科
や
血
管
外
科
は
近
隣
の
医
療
機
関
に
受
診
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
で
は
①
足
の
状
態　
②
全
身
状
態　
③
生
活
状
態　
④
セ
ル
フ
ケ
ア
状

態
を
把
握
し
、
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

①�

足
の
形
や
皮
膚
・
爪
の
状
態
、
足
病
変
が
な
い
か
を
把
握
し
、
神
経
障
害
の
程
度
を

簡
易
検
査
（
タ
ッ
チ
テ
ス
ト
、
振
動
覚
、
ア
キ
レ
ス
腱
反
射
）
で
確
か
め
ま
す
。
血

流
障
害
は
皮
膚
や
爪
の
色
、
動
脈
の
触
知
で
確
か
め
ま
す
。

②�

全
身
状
態
は
糖
尿
病
の
状
態
、
運
動
機
能
、
視
力
、
認
知
状
態
な
ど
か
ら
判
断
し
ま

す
。

③�

生
活
状
態
は
体
形
や
姿
勢
、
歩
き
方
、
靴
、
生
活
習
慣
、
清
潔
を
保
つ
意
識
な
ど
が

影
響
し
ま
す
。

④�

セ
ル
フ
ケ
ア
状
態
は
と
て
も
大
事
で
自
分
で
行
う
フ
ッ
ト
ケ
ア
で
す
。
足
病
変
を
予

防
す
る
た
め
に
は
自
分
の
足
に
関
心
を
持
て
な
い
と
良
い
状
態
が
保
て
ま
せ
ん
。
ま

ず
自
分
の
足
の
状
態
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

足
浴
や
爪
切
り
、
胼
胝
の
よ
う
な
角
質
の
肥ひ

厚こ
う
は
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で
削
る
な
ど
そ
の

患
者
さ
ん
に
合
っ
た
ケ
ア
を
行
い
ま

す
。
自
分
で
ケ
ア
す
る
方
法
で
は
観
察

の
仕
方
、
足
の
洗
い
方
、
乾
燥
予
防
、

爪
の
切
り
方
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。
傷

を
作
ら
な
い
た
め
に
気
つ
け
る
こ
と
、

変
形
に
合
わ
せ
た
靴
の
選
び
方
、
や
け

ど
へ
の
注
意
、
禁
煙
の
勧
め
、
生
活
習

慣
の
改
善
な
ど
個
々
の
患
者
さ
ん
に

合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ま
た

糖
尿
病
全
体
に
関
す
る
療
養
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
生
き
て
き
た
歳
月
や
仕

事
、
生
活
習
慣
、
足
の
形
が
違
い
ま
す

が
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
同
じ
で

す
。
清
潔
に
す
る
こ
と
、
乾
燥
を
防
ぐ

こ
と
、
圧
迫
や
ず
れ
を
防
ぐ
こ
と
、
血

流
を
保
つ
こ
と
、
足
を
危
険
か
ら
守
る

こ
と
で
す
。
ま
ず
は
ご
自
分
の
足
を
よ

く
見
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？今

年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
糖
尿
病
教
室
は
休
止
し
て

い
ま
す
が
、
例
年
で
は
通
年
で
月
に
1
回
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ト
ル
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
の
講
義
も
1
回
あ
り
ま
す
の
で
、
再
開
し
た
と
き
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
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第17回

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
」
っ
て
？
　
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
と
何
が
違
う
の
？

病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ
ビ

リ
）
と
言
え
ば
、
入
院
患
者
さ
ん
の
在
宅
復
帰
に
向
け

た
機
能
訓
練
や
、
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
日
常
生
活
動

作
の
練
習
や
指
導
、
福
祉
用
具
の
検
討
、
ま
た
、
外
来

患
者
さ
ん
の
通
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
在
宅
復
帰
後
の
リ
ハ
ビ
リ
の
一
つ
で
あ
る

『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
』
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
？

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
と
は
？

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
心
身
の
機
能
維
持
・
回
復
、

日
常
生
活
動
作
の
改
善
を
支
援
す
る
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
事
で

す
。
介
護
者
で
あ
る
ご
家
族
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
も
行
い
ま
す
。
利
点
と
し
て
は
、

患
者
さ
ん
の
実
際
の
生
活
環
境
に
添
っ
た
訓
練
や
指
導
が
で
き
る
事
、
通
院
の
手
間
を

省
く
こ
と
が
で
き
る
事
、
慣
れ
た
環
境
で
不
安
な
く
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
事
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
生
活
環
境
、
習
慣
、
役
割
、
価
値
観
な
ど
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
悩
み
や
ご
希
望
も
異
な
り
ま
す
。

…私がお答えします…

新潟万代病院
リハビリテーション科
作業療法士

佐藤 夏子

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
患
者
さ
ん
の
こ
の
よ
う
な
想
い
に
寄
り
添
い
、
よ
り
個
性
を

尊
重
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
一
緒
に
考
え
、
提
供
し
て
い
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

�

※
拘
縮
：
け
が
や
病
気
な
ど
で
長
時
間
体
を
動
か
し
て
い
な
い
状
態
が
続
く
こ
と

に
よ
っ
て
関
節
が
硬
く
な
り
、
動
き
が
悪
く
な
る
こ
と
。

新
潟
万
代
病
院
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

当
院
で
は
、
２
０
２
０
年
4
月
か

ら
作
業
療
法
士
1
名
が
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
介
護
保

険
の
要
介
護
（
支
援
）
設
定
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
と
し
て
、
中
央
区
を

中
心
に
業
務
に
当
た
っ
て
お
り
ま

す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
で
す
が
、
ご
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
、
当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
も
し
く
は
地
域
連
携
室
が
窓
口

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

病
院
の
こ
と
ば

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

例
え
ば
、

　「
台
所
仕
事
が
し
た
い
け
ど
ま
だ
そ
こ
ま
で
体
力
の
自
信
が
な
い
」

　「
冬
場
は
こ
た
つ
に
入
り
た
い
け
ど
床
か
ら
の
立
ち
座
り
に
不
安
が
あ
る
」

　「
麻ま

痺ひ

や
拘こ
う
縮し
ゅ
く（
※
）
が
あ
り
、
体
を
う
ま
く
動
か
せ
な
く
な
っ
て
き
た
」

　「
退
院
後
も
手
足
の
機
能
訓
練
を
続
け
た
い
け
ど
、
通
院
が
大
変
」　
な
ど
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外来診療案内新潟臨港病院 令和３年１月現在

■ 重症・救急の場合を除き、予約の方の診療を優先しています。　■ 当日受付（予約無）で２科受診される方は１０：００までに受付においでください。

丁寧で良質な医療を提供し
地域で信頼される病院を目指します 当院は日本医療

機能評価機構の
医療機能評価
認定病院です

診察室 は診察室番号です。

当院の外来休診日 　●土曜、日曜、祝祭日　●年末年始（12/30～１/３）　●創立記念日（5月22日）の午後

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内
　
科

内科一般
（新患）

午前
8：30～11：00

4診 �窪田　由希子 4診 �窪田　由希子 4診 �窪田　由希子 4診 �窪田　由希子 4診 �藤田　七恵

─ ─ 13診 �岡田　雅美
※予約制 ─ ─

消化器内科 午前
8：30～11：00

5診 �窪田　智之 5診 �鈴木　裕 5診 �井上　聡 5診 �井上　聡 5診 �鈴木　裕

─ ─ ─ 6診 �窪田　智之 ─

呼吸器内科

午前
8：30～11：00

8診 �桶谷　典弘 7診 �坂井　邦彦 7診 �新大医師 7診 �坂井　邦彦 7診 �新大医師

─ 8診 �筒井　奈々子 ─ 8診 �桶谷　典弘 8診 �筒井　奈々子

午後�予約のみ
睡眠時無呼吸の
新患（初診）は
午前（内科一般）へ

─ 7診 �藤田　七恵
呼吸器・一般内科※予約制

7診 �坂井　邦彦
睡眠時無呼吸※予約制

8診 �筒井　奈々子
睡眠時無呼吸※再来予約制 ─

─ ─ 8診 �桶谷　典弘
※予約制（第3水曜は休診） ─ ─

腎臓内科
リウマチ科

午前
8：30～11：00

6診 �大澤　豊
腎臓

6診 �猪俣　繁
腎臓※診察は9：30から

6診 �和田　庸子
リウマチ・膠原病 ─ 6診 �猪俣　繁

腎臓

7診 �和田　庸子
リウマチ・膠原病 ─ 8診 �霜鳥　孝

腎臓※診察は9：30から ─ ─

午後
予約のみ

8診 �霜鳥　孝
腎臓※再来予約制 ─ 6診 �大澤　豊

腎臓・CKD※予約制 ─ ─

内科特診
・神経内科
・糖尿病

午後
予約のみ

─ 4診 �新大医師
神経内科（第3火）※予約制 ─ 6診 �村山　悟

糖尿病※予約制 ─
※第３火曜／神経内科「もの忘れ・頭痛・しびれ」外来：受診希望の方は主治医（かかりつけ医）または総合受付へご相談ください

外科・
こう門外科

午　前
8：30～11：00

9診 �小林　孝
こう門外科紹介外来

9診 �小林　孝
※予約制

9診 �渡邊　隆興 9診 �小林　孝 9診 �渡邊　隆興

10診 �八木　寛 10診 �八木　寛 10診 �根本　万理子 10診 �渡邊　隆興 ─

午　後
※

便失禁外来
9診 �小林　孝

※再来予約制
─

便失禁外来
9診 �小林　孝

※紹介予約制
─ ─

※水曜／午後　「便失禁外来」：紹介予約患者または外科医師の指示による方のみ

整形外科

午　前
8：30～11：00
手の外科は外傷急患
以外は予約の方のみ

1診 �湊　　泉
※主に新患

1診 �有海　明央 1診 �佐藤　朗 1診 �湊　　泉
※主に再来

1診 �佐藤　朗

手の外科
2診 �渡邊　牧人�

※予約制

手の外科
2診 �松崎　浩徳

※予約制

手の外科
2診 �松崎　浩徳
※予約制（新患のみ）

2診 �有海　明央
手の外科

2診 �松崎　浩徳
※予約制

─ ─ ─
手の外科

13診 �渡邊　牧人�
※予約制

─

午　後
※

─ ─ ─ ─
4診 �東條　猛

［第2・4金］
リウマチ関節　※予約制

※第2・4金曜／午後４診「リウマチ関節外来」：院内医師の指示または紹介予約患者のみ／診療時間は13：30〜16：00

泌尿器科

午　前
8：30～11：00 ─ 13診 �糸井　俊之 ─ ─ 13診 �糸井　俊之

午　後
13：00～16：00
診療時間は13：30〜16：00

13診 �糸井　俊之 ─ ─ 13診 �新井　啓 ─

脳神経外科 午　後
※

─ 認知症外来（予約制）含む
1診 �鷲山　和雄

認知症外来（予約制）含む
1診 �鷲山　和雄

認知症外来（予約制）含む
1診 �鷲山　和雄 ─

※受診希望の方は主治医（かかりつけ医）または総合受付へご相談ください。診療時間は13：30〜16：00

眼　科 午　前
8：30～11：00 15診 �橋本　昌美 15診 �橋本　昌美 15診 �橋本　昌美 15診 �橋本　昌美 15診 �橋本　昌美

産婦人科 午　前
8：30～11：00 14診 �西山　藤司夫 14診 �西山　藤司夫 14診 �西山　藤司夫 14診 �西山　藤司夫 14診 �西山　藤司夫

皮膚科 午　前
8：30～11：00 ─ 11診 �坂本　ふみ子 11診 �坂本　ふみ子 ─ 11診 �坂本　ふみ子

歯科口腔外科

午　前
8：30～11：00 16診 �中川　綾 16診 �中川　綾 義歯

16診 �大学医師 16診 �中川　綾 16診 �中川　綾

午　後
13：00～16：00
診療時間は14：00〜16：00

16診 �中川　綾 16診 �中川　綾 義歯
16診 �大学医師 16診 �中川　綾 16診 �中川　綾
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外来診療案内新潟万代病院 令和３年１月現在

●広報誌「みなと」に関するご意見・ご感想は、法人本部広報担当（新潟臨港病院内）  宛にお寄せ下さい。

地域に 心かよわす よりよい医療
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http://www.rinko-hp.com新潟臨港病院 http://www.n-bandaihp.com新潟万代病院

新潟臨港病院
新潟万代病院

Niigata Rinko Hospital
 Niigata Bandai Hospital

広 報 誌

新潟臨港病院 外来診療案内
新潟万代病院 外来診療案内

※今春よりホームページアドレスが変更になります（詳細は次号にて）

病院の「ことば」 第17回

「訪問リハビリ」 

新潟臨港病院
ホームページ

［スマートフォンにも対応］

新潟臨港病院
Facebookページ

ぜひ「いいね！」を！

新潟万代病院
ホームページ

［スマートフォンにも対応］

「みなと」はWEBサイトでもご覧いただけます

年頭のご挨拶

ドクターズメモ vol.60
新型コロナウイルス感染症とがん検診
新潟臨港病院 内科 医師　藤田 七恵

TOPICS
・新潟臨港病院
　お知らせ／消化器コラム⑮『感染性腸炎』
・新潟万代病院
　糖尿病足病変とフットケア

ウイルス禍を乗り切るために
感染リスクが高まる「5つの場面」に気をつけて

診察室 は診察室番号です。
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■ 路線バスご利用の場合 「臨港病院前」下車（バス停は病院敷地内です）

■ 自動車ご利用の場合

〒950-8725 新潟市東区桃山町１-１１４-３　TEL 025-274-5331（代）

松崎ルート（東区役所～粟山～松崎ＳＣ～臨港病院前～フレスポ赤道～東区役所）

市役所前～古町～入船(営)～（みなとトンネル）～臨港病院前

新潟駅前（万代口）～沼垂四ツ角～山ノ下～臨港病院前
新潟駅前（万代口）～沼垂四ツ角～新日本海フェリー～臨港病院前
新潟駅前（万代口）～沼垂四ツ角～桃山町～臨港病院前

臨港線

西堀通線 C51

E10
E11
E12

東区バス

◎国道７号バイパス 紫竹山I.Cより約6km、竹尾Ｉ.Ｃより約5km、一日市I.Cより約7km
◎みなとトンネル入船側からは、トンネル内のランプ出口（北海道航路方面）利用
　が近道です。

※ E2 空港・松浜線の最寄りバス停は「秋葉１丁目」です（病院まで徒歩約８分または臨港線乗換）
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■ 路線バスご利用の場合 「新潟万代病院前」下車（新潟駅前～万代病院前間は大人100円）
〒950-8584 新潟市中央区八千代２-２-８　TEL  025-244-4700（代）

■ 自動車ご利用の場合

※ S3 水島町線の最寄りバス停は「総合福祉会館前」です（病院まで徒歩約３分）
※その他の路線、高速バスの最寄りバス停は「万代シテイ」です（病院まで徒歩約４～８分）
※阿賀町バス・村上市高速のりあいタクシーが当院に乗り入れています。

新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～八千代橋～西堀通～入船営業所

新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～南高校前～平成通～女池愛宕
新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～南高校前～ユニゾンプラザ前

上所線

八千代橋線 C60
新潟駅前（万代口）～新潟万代病院前～八千代橋～川端町～新大病院新大病院線 C80
【モーニングライナー】松浜→北葉町→新潟万代病院前→江南高校前空港・松浜線 E27M
【モーニングライナー】下山スポーツセンター→河渡→新潟万代病院前→江南高校前河渡線 E32M
【モーニングライナー】一日市→大形本町→新潟万代病院前→江南高校前大形線 E47M

S40
S41

◎新潟伊勢丹と八千代橋東詰（幸西1）の間に病院および有料駐車場の入口が
　あります。
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当院の外来休診日 　●土曜、日曜、祝祭日　　　●年末年始（12/30～１/３）

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内　科

午　前
8：30～11：30

1診 �山谷　惠一
内分泌

1診 �山谷　惠一
内分泌

1診 �山谷　惠一
内分泌

1診 �佐藤　陽子
内分泌（新大医師）

1診 �山谷　惠一
内分泌

2診 �斎藤　啓輔
内分泌（新大医師）

2診 �早川　晃史
消化器�※診療は10:30〜

2診 �鈴木　亜希子
内分泌

2診 �鈴木　亜希子
内分泌

2診 �鈴木　亜希子
内分泌

─ 3診 �鈴木　亜希子
内分泌

3診 �田村　真
循環器

3診 �田村　真
循環器

3診 �田村　真
循環器

午　後
13：00～16：00

─
1診 �大澤　豊
CKD（臨港病院医師）
※予約制（第2・4のみ）

─ 1診 �山谷　惠一
内分泌

1診 �和田　庸子
リウマチ・膠原病

（臨港病院医師）※予約制

2診 �鈴木　亜希子
内分泌

2診 �田村　真
循環器

2診 �早川　晃史
消化器 ─ 2診 �早川　晃史

消化器

外科
（乳腺）

午　後
13：00～15：00 ─ ─ 小山　諭

（新大医師）※予約制 ─ ─

整形外科
・

関節再建
センター

午　前
8：30～11：30

2診 �井渕　慎弥 ─ 2診 �遠藤　博己 2診 �宮坂　大 2診 �遠藤　博己

3診 �宮坂　大
3診 �宮坂　大
※診療は9：30から
�����受付は11：00まで

3診 �井渕　慎弥 3診 �堂前　洋一郎 3診 �堂前　洋一郎
※予約外の受付は10：00まで

午　後
13：00～16：00

2診 �宮坂　大
※診療は14：00〜 ─ 2診 �遠藤　博己 ─ ─

3診 �堂前　洋一郎 ─ ─ 3診 �宮坂　大
※診療は14：00〜

3診 �遠藤　博己

産婦人科
午　後

13：00～16：00
（水）のみ15：30まで

─ ─ 新大医師 ─ 新大医師

眼　科 午　後
13：00～15：00 ─ 橋本　昌美

（臨港病院医師） ─ ─ 橋本　昌美
（臨港病院医師）


